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レールマウンテンバイク「Gattan Go!!」事務局

田口 由加子

8
2016

30
18:30～20:30

次回は、9月30日（金）屋外空間の持つ魅力やエネルギーを伝える株式会社E-DESIGNの忽那裕樹さんをお迎えします。

火

2013年1月にスタートした「ひめじまちづくり喫茶」は、みなさまのご参加とご支援によって毎月開催を続け、おかげさまで今月
（2015年4月）で28回目を迎えます。市民による「自律的な活動の誘発」という想いを持って、開催案内はサラッと、参加連絡不
要、参加費無料としてきました。また、趣旨に賛同いただいた大阪ガス株式会社に長く活動を支援いただいてきました。
このたび3度目の春を迎え、活動自体もより自律的に、参加してくださる方との情報交換や交流も大切にした運営を行っていきま
す。引き続きご参加とご支援、ご協力をいただきますようお願いいたします。

□セミナー：参加費1,000円の事前申込制に変更します。
□懇親会　：参加費1,000円の事前申込制に変更します。セミナー終了後、納屋工房にて行います。
　　　　　　ご希望の方に話題提供をいただいたりして、交流のきっかけを作ります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2015年4月　チームひめまち喫茶（小川、篠原、長谷川、平田）

参加費1,000円

参加ご希望の方は事前にご予約ください
TEL079-263-7878　info@nayakobo.com
http://nayakobo.com/himemachi/

代表者名・参加人数・懇親会出欠をお知らせください

セミナー終了後に同会場にて懇親会あり
（軽食・ドリンク代：1,000円）

ひめじまちづくり喫茶は、２０１５年４月から新たなステージへ。

昭和53年岐阜県飛騨市（旧神岡町）生まれ。
故郷にUターン後、実家の商売を継ぐ傍ら2007年に発
足した旧神岡鉄道の利活用事業「レールマウンテンバ
イクGattan Go!!」のオープニングスタッフとなる。その
後（一社）飛騨市観光協会の同事業専属事務局員とな
り、2013年同事業のNPOへの運営母体移管と共にNPO
へ移籍、現在に至る。現場関係者の中で唯一の若手と
して10年、悪戦苦闘の日々は今もなお続く。

演題『廃線を抱えた田舎町の底力』
　　　　　　〜自転車とレールで風になる〜

 

鉱山の町・神岡を支え続けた全長19,9kmの軌道、神岡鉄道。廃線となったその
軌道を、地元の人たちの思いとユニークな発想で新たな観光資源として活用さ
れています。バイクは地元鉄工所・木工所の手作り、宣伝費はパンフレット代
のみ、それでも利用者は年々増加し黒字営業。「レールを残したい」という鉄
道への深い思いが原点となり10年続く取り組みをお話いただきます。
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